
































1.尿中 E3 値と胎児管理 

胎児胎盤機能検査法として母体尿中 E3測定の意義はすでに広く認められている。桑原らは

尿中 E3 値による胎児管理の一試として,妊娠 38 週 1 日以後の分娩について,分娩前一週間

以内に E3 一キット法で測定した尿中 E3 値と fetaldist-ress(F.D)および新生児 Apgar 

score との関係を検討し,F.D出現率は E3 20mg/day以下で,新生児仮死率は 10mg/day 以下

で有意の増加を認めた(表 1)。 


